
　
入
院
環
境
の
向
上
を
図
り
、
患

者
の
選
択
の
機
会
を
広
げ
る
た
め

に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
料
金
は

医
療
保
険
で
支
払
わ
れ
る
入
院
料

と
は
別
に
、患
者
が
負
担
し
ま
す
。 

①
病
室
の
病
床
数
は
４
床
以
下
で

あ
る
こ
と
。 

②
病
室
の
床
面
積
は
一
人
当
た
り

６
・
４
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

る
こ
と
。 

③
病
床
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保

す
る
た
め
の
設
備
が
あ
る
こ
と
。 

④
少
な
く
と
も
「
個
人
用
の
私
物

の
収
納
設
備
」・「
個
人
用
の
照
明
」

・「
小
机
等
お
よ
び
椅
子
」
の
設
備

が
あ
る
こ
と
。 

　
病
院
（
診
療
所
）
は
、
差
額
ベ

ッ
ド
室
に
入
院
を
希
望
す
る
患
者

に
、
差
額
ベ
ッ
ド
室
の
設
備
、
構

造
、
料
金
な
ど
に
つ
い
て
明
確
か

つ
懇
切
に
説
明
し
、
患
者
側
の
同

意
を
確
認
し
た
う
え
で
入
院
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

①
患
者
側
か
ら
同
意
書
に
よ
る
同

意
の
確
認
を
行
っ
て
い
な
い
場
合

（
同
意
書
に
室
料
の
記
載
が
な
い
、

患
者
側
の
署
名
が
な
い
等
の
内
容

が
不
十
分
で
あ
る
場
合
を
含
む
） 

②
患
者
本
人
の「
治
療
上
の
必
要
」

に
よ
り
差
額
ベ
ッ
ド
室
に
入
院
し

た
場
合 

（
例
）
●
救
急
患
者
、
術
後
患
者

等
で
あ
っ
て
、
病
状
が
重
篤
な
た

め
安
静
を
必
要
と
す
る
者
、
ま
た

は
常
時
監
視
を
要
し
、
適
時
適
切

な
看
護
お
よ
び
介
助
を
必
要
と
す

る
者
。 

●
免
疫
力
が
低
下
し
、
感
染
症
に

罹
患
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
患
者
。 

●
集
中
治
療
の
実
施
、
著
し
い
身

体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
緩
和
す
る

必
要
の
あ
る
終
末
期
の
患
者
。 

③
病
棟
管
理
の
必
要
性
等
か
ら
差

額
ベ
ッ
ド
室
に
入
院
さ
せ
た
場
合

で
あ
っ
て
、
実
質
的
に
患
者
の
選

択
に
よ
ら
な
い
場
合 

（
例
）
●
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
多
剤
耐
性

ブ
ド
ウ
球
菌
）
等
に
感
染
し
て
い

る
患
者
で
あ
っ
て
、
医
師
が
他
の

入
院
患
者
の
院
内
感
染
を
防
止
す

る
た
め
、
実
質
的
に
患
者
の
選
択

に
よ
ら
ず
入
院
さ
せ
た
と
認
め
ら

れ
る
者
。
※
②
ま
た
は
③
に
該
当

し
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
患
者
の

意
に
反
し
て
差
額
ベ
ッ
ド
室
へ
の

入
院
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
改
め
て
同
意
書
に
よ
り
患
者

の
意
思
を
確
認
す
る
等
、
そ
の
取

り
扱
い
に
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
病
院
（
診
療
所
）
は
、
院
内
の

見
や
す
い
場
所
、
例
え
ば
受
付
窓

口
、
待
合
室
等
に
「
差
額
ベ
ッ
ド

室
の
各
々
に
つ
い
て
そ
の
ベ
ッ
ド

数
お
よ
び
料
金
」
を
患
者
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
く
掲
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
差
額
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
の
ご
相

談
は
、
埼
玉
県
健
康
福
祉
部
国
保

医
療
課
保
険
医
療
担
当
�
０
４
８

―
８
３
０
―
３
３
６
１
ま
た
は
埼

玉
社
会
保
険
事
務
局
保
険
課
医
療

係
�
０
４
８
―
８
２
３
―
４
７
０

１
へ
。 

　
２０
歳
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
今

日
か
ら
あ
な
た
も
大
人
の
仲
間
入

り
。
そ
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入

し
ま
す
。「
そ
ん
な
将
来
の
こ
と
な

ん
て
…
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
本
は
い
ま
や
世
界

一
の
長
寿
国
。
長
い
人
生
の
間
に

は
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
と
き
こ
そ
、
あ
な
た

を
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
る
の
が
国
民
年
金
で
す
。 

   

　
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
病
気
や
事
故

な
ど
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
や
、
本
人
が
死
亡
し
た
と
き
、

あ
な
た
や
あ
な
た
の
残
さ
れ
た
家

族
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。し
か
し
、

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
こ

れ
ら
の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
今
納
め
る
保
険
料
は
大

き
な
リ
ス
ク
に
備
え
る
負
担
と
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
か
？ 

   

　
国
民
年
金
は
、
社
会
全
体
で
お

互
い
を
支
え
合
う
社
会
保
障
制
度

で
す
か
ら
、
損
得
勘
定
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
あ
え
て
計
算
し

て
み
る
と
、
平
均
的
な
寿
命
ま
で

生
き
れ
ば
、
支
払
う
保
険
料
の
総

額
よ
り
生
涯
受
け
取
る
年
金
額
の

方
が
多
く
、
決
し
て
払
い
損
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
公
的
年
金
は
生
涯

支
給
さ
れ
る
、老
後
の
大
切
な「
財

産
」
で
す
。 

  

　
個
人
年
金
な
ど
で
は
老
後
の
準

備
を
ど
ん
な
に
し
て
も
、
イ
ン
フ

レ
が
起
き
れ
ば
実
質
価
値
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
目
減
り
。
国
民
年

金
は
物
価
が
上
昇
し
た
分
だ
け
年

金
額
も
上
が
る
の
で
、
い
つ
の
時

代
も
安
定
し
た
価
値
が
保
た
れ
安

心
。
こ
れ
は
世
代
と
世
代
の
支
え

合
い
か
ら
な
る
、
国
民
年
金
だ
か

ら
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。 

★
差
額
ベ
ッ
ド
制
度
と
は�

★
病
院
内
の
掲
示�

★
料
金
を
求
め
て
は
な
ら
な�

い
場
合
が
あ
り
ま
す�

★
差
額
ベ
ッ
ド
室
へ
の
入
院�

に
は
、
患
者
へ
の
説
明
と
同�

意
が
必
要
で
す�

★
差
額
ベ
ッ
ド
室
の
要
件
は�

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
が 

受
け
ら
れ
る
！ 

支
払
う
保
険
料
よ
り
多
い 

年
金
が
受
け
ら
れ
る
！ 

経
済
変
動
に
強
い
国
民
年
金
！ 

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金�
２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金�
２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金�

〜
国
民
年
金
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
〜

ご存知ですか？ご存知ですか？�
差額ベッド室差額ベッド室�
（特別療養環境室）（特別療養環境室）�

ご存知ですか？�
差額ベッド室�
（特別療養環境室）�

国
民�

　
年
金�
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平
成
１３
年
１０
月
に
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
県
で
は
配

偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
Ｄ
Ｖ
被
害
に
あ
わ
れ
て

い
る
方
の
相
談
・
援
助
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
１６
年
１２

月
２
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定

義
が
、
身
体
に
対
す
る
暴
力
の
ほ

か
、
精
神
的
暴
力
・
性
的
暴
力
も

含
む
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
ま
し

た
。保
護
命
令
制
度
に
つ
い
て
も
、

被
害
者
の
同
伴
す
る
未
成
年
の
子

へ
の
接
近
禁
止
命
令
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
退
去
命
令
の
期
間
も

２
か
月
に
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
改

正
さ
れ
ま
し
た
。 

　
Ｄ
Ｖ
問
題
を
人
権
侵
害
行
為
と

し
て
と
ら
え
、
町
で
も
、
配
偶
者

暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
　
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
い
た
ま
、

県
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
、
警

察
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
被
害

者
の
相
談
、
自
立
支
援
の
た
め
の

情
報
提
供
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
暴
力
は
、
ふ
る
う
方
が
悪
い
の

で
す
。
決
し
て
あ
な
た
の
せ
い
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
と
子
ど
も

の
安
全
を
確
保
し
、
尊
厳
を
保
つ

た
め
に
援
助
を
求
め
る
の
は
あ
な

た
の
権
利
で
す
。 

　
町
で
は
、
第
２
水
曜
日
に
女
性

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

　
　
人
権
推
進
課
　
２
２
１
９ 

　
秋
晴
れ
の
１０
月
２３
日
�
、
５
歳

か
ら
６９
歳
ま
で
６１
名
の
方
が
参
加

し
た
今
回
の
国
保
健
康
ウ
ォ
ー
ク
。 

　
運
動
指
導
士
の
講
習
を
受
け
、

綾
瀬
川
沿
い
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー

ド
等
を
利
用
し
た
約
８
�
の
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
で
汗
を
流
し
た
あ
と
は
、

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
員

の
方
が
調
理
し
た
具
材
た
っ
ぷ
り

の
生
活
習
慣
病
予
防
食「
元
気
汁
」

を
試
食
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
習
慣
を
つ
け
て
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

次
回
は
広
報
い
な
９
月
号
で
募
集

し
ま
す
。”あ
な
た
“
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

　
　
国
民
健
康
保
険
係 

　
２
１
６
１ 

問 内 

問 

内 

　空気が乾燥している季節で、火災の増加が予想され
ます。 
　家庭内での暖房器具の取扱いには特に注意してくだ
さい。 
　また、全国の火災件数で「放火」および「放火の疑
い」による火災は、昭和６０年以降連続して出火原因の
トップを占めています。 
　放火火災の傾向としては、冬から春先および夜間か
ら明け方にかけて多く発生しています。 
　放火火災を防ぐためには、建物の周囲に燃えやすい
物を放置せずに、整理整頓を心がけましょう。 

火

災
予 防 に ご 協力

を

火

災
予 防 に ご 協力

を

火

災
予 防 に ご 協力

を

女性に対する暴力根絶の�
ためのシンボルマーク�

女性に対する暴
力を断固として
拒絶する強い意
志を表していま
す。 

男女共同男女共同�

参画社会を参画社会を�

めざしてめざして�

男女共同男女共同�

参画社会を参画社会を�

めざしてめざして�

男女共同�

参画社会を�

めざして�

　記念公園のばら園が今年から有料になりま
す。 
　昨年まで無料で開放しておりましたが、来
場者が年々増加し交通誘導員等の費用もかさ
んでまいりました。 
　これらの費用にあてるため、ばら園入場に
際して、今年から次のとおり料金を徴収する
ことになりました。 

問 

内 

　　都市計画課公園緑地係 
　　　２２５２ 

有料期間　５月１日～６月３０日 
　　　　　（開花状況により前後します） 
料金　大人２００円／１回 
　　　１，０００円／１シーズン 
（＊療育手帳、身体障害者手帳提示者およ 
び１８歳以下の方は無料） 

ば ら 園 が 有 料 �
　 　 に な り ま す �

国
保
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施

国
保
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施�

国
保
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施

国
保
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施�

国
保
健
康
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施�
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